
じんけんスタディツアー第４回事業 実施報告 

テーマ 

「共生の考えと行動」 

 

日 時 

平成 29 年 1 月 24 日（火曜日） 

午後 1時 30 分から午後 3時 10 分まで 

場 所 尼崎市立地域総合センター塚口 

講 師 ＮＰＯ法人サニーサイド 徳久好文さん、浜根かずおさん、岩野政樹さん 

参加者 ２３人（内訳 登録者１人、市民他２２人） 

 

事業の目的 

 

障がい者自身の思いやサニーサイドのさまざまな活動を通して、障がい者の社会

参加や地域との共生を考えると共に、障がい者問題解決に向けた人権意識を高める

ことを目的に実施しました。 

実施内容 

今回は、３人の講師からお話をいただきました。 

初めに、徳久さんからは、ご自身の生い立ちとサニーサイドでの活動や地域総合セ

ンターでの識字教室を知り、参加する中での思いなどを話されました。 

次に、岩野さんからは、長年たずさわっている伊丹や現在塚口での識字教室の指導

を通じて感じていることや、障がい者問題についての思いを話されました。 

最後に、サニーサイド代表の浜根さんから、パワーポイントでサニーサイドの活動

の説明と相模原市での事件に対する思い、障がい者の社会参加や地域との共生の大切

さについてお話されました。 

参加者からの

感想 

・地域の活動者に直接出会えて良かった。 

・しょうがい者の方々の自立に向けての社会参加や作業の取り組みをプレゼン（ス 

 ライドショー）等で知ることができ、その活動を力強く感じました。 

・「サニーサイド」の活動を知ることができた。実際に現場に行く機会はなかなかない 

 が、「パワーポイント」を見る中で、具体的なことがよく理解できました。 

・サニーサイドのいろいろな取り組みをスライドショーで見れて良かった。一層地域 

 との交流を増やしていって、各人の自己実現を（何がやりたいか引き出す）に頑張 



 ってくださいね。 

成 果 

３人の講師のそれぞれの話を聞く中で、障がい者自身の思いやサニーサイドの活動

を通じて、参加者のアンケートの中にもあるように、様々な取り組みをされているこ

とを知り、障がい者の社会参加や地域での共生の大切さについてよく理解できたと思

います。 

その他  

 


